様式４
那覇港における国際クルーズ拠点形成計画（目論見）提案書
1．応募者の交渉責任者名（1名に限る）
役　　職：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．寄港実績と今後の見通し

　　①　那覇港への過去5年間の寄港実績　　　
	2013年：　　　　回
	2014年：　　　　回
	2015年：　　　回

	2016年：　　　　回
	2017年：　　　　回
	


②　那覇港への今後（10年間）の寄港予定回数
	2018年：　　　　回
	2019年：　　　　回
	2020年：　　　回

	2021年：　　　　回
	2022年：　　　　回
	2023年：　　　回

	2024年：　　　　回
	2025年：　　　　回
	2026年：　　　回

	2027年：　　　　回
	 


③　那覇港以外、主要港への過去5年間の寄港実績
　　（別紙に記載して提出してください）
④　那覇港以外、主要港への今後（10年間）の寄港予定回数
　　（別紙に記載して提出してください）
· 主要港実績は、港湾名、寄港回数がわかる資料を添付すること
· 主要港とは、寄港実績が多い順に５港程度とする。

３．国際クルーズ拠点施設の方針・目標

①運用開始年における国際クルーズ拠点としての那覇港の利用イメージ

(１枚以内に収めてください)　
②目標年(任意に設定)における国際クルーズ拠点としての那覇港の利用イメージ

(１枚以内に収めてください)　
※①、②の提案にあたっては、目標とする那覇港の国際クルーズ拠点イメージ
（寄港地※1、発着港※2、拠点港※3、母港※4）が描かれた内容とすること。
※1　寄港地とは、クルーズツアー中に立ち寄る港
※2　発着港とは、クルーズツアーの折り返し地点として、多くの乗船客の下船・乗船が実施される港
※3　拠点港とは、主に運航拠点として数ヶ月間、継続的に利用されている港
※4　母港とは、最も発着回数の多い港、かつ優先的に利用できるバースのある港

４．国際クルーズ拠点施設の整備及び管理方法

①②　船社が整備(投資)する施設、配置、規模、機能及び投資額

(次頁へ続く)　


(２枚以内に収めてください)　
③　管理運営方針


(１枚以内に収めてください)　
５．岸壁利用に係る考え方

①　優先利用期間


(１枚以内に収めてください)　

②　優先予約可能日数

(１枚以内に収めてください)　

③　優先予約受付期間及び優先予約対象期間


(１枚以内に収めてください)　
６．国際クルーズ拠点形成の効果、推進体制等
①　国際クルーズ拠点形成に伴う経済効果等

(１枚以内に収めてください)　
②　地元の自治体・経済団体等の連携による推進体制


(１枚以内に収めてください)　

発着港又は寄港地としてのそれぞれの利用日数、利用船舶、乗客数、集客範囲など那覇港国際クルーズ拠点の運用開始年における利活用の状況をどのように考えているのか記載してください。


また、運用開始年における利用日数及び乗客数を記載してください。（利用日数については、発着港及び寄港地としての回数を分けて記載してください。）

























































































※提出時には、枠内の指示内容を消してもよい。





発着港又は寄港地としてのそれぞれの利用日数、利用船舶、乗客数、集客範囲など那覇港国際クルーズ拠点の目標年における利活用の状況をどのように考えているのか記載してください。


また、目標年における利用日数及び乗客数を記載してください。（利用日数については、発着港及び寄港地としての回数を分けて記載してください。）










































































※提出時には、枠内の指示内容を消してもよい。








貴社が国際クルーズ拠点施設として、整備(投資)する施設、配置、規模、機能、及び投資額について、どのように考えているのか記載してください。併せて、投資資金調達方法についても、記載してください。


また、貴社が整備（投資）する施設について、施設規模、機能等の基本的な諸元及び官民連携用地内の概略配置を示した図面を作成し、提案書と併せて提出してください。


＊概略配置の図面作成の基礎となる平面図については、参加表明書を提出した船社に対して、10月上旬に那覇港管理組合から電子メールより連絡します。


（留意事項）


ターミナル建設に係るライフラインの整備については、


　　１）道路（公道）については、那覇港管理組合が整備


　　２）駐車場については、那覇港管理組合又は船社（提案）が整備


　　３）上水道施設については、公道部分は水道管理者、敷地内は船社が整備


　　４）電気施設については、公道部分は電気事業者、敷地内は船社が整備


　　５）通信施設については、公道部分は通信事業者、敷地内は船社が整備


　　５）下水道施設については、船社が浄化槽等を整備


＊なお、当該敷地内に船舶給水用の配管、岸壁照明灯用の配線など、那覇港管理組合においても、ライフラインを整備する場合もある。その際、船社と共用して使用可能な区間については、那覇港管理組合も応分の負担をします。


＊那覇港管理組合から、埋立地付近の土質データを提供するが、あくまでもボーリング地点における土質データであるため、埋立地全体に、この土質データを適用して、技術的に問題がないことを担保するものではありません。　









































※提出時には、枠内の指示内容を消してもよい。











貴社が国際クルーズ拠点施設として、整備(投資)する施設の管理運営方針について、どのように考えているのか記載してください。


また、地元企業の活用、ターミナル施設等の利用料設定の考え方や投資の回収方法等の施設運営に関する収支の考え方についても、貴社の考えを記載してください。































































































※提出時には、枠内の指示内容を消してもよい。





貴社が第2クルーズバース（国際クルーズ拠点）において、希望する優先利用（岸壁の優先的な利用ができる）期間について、どのように考えているのか記載してください。但し、優先利用期間は、15年以上40年以下です。


































































































※提出時には、枠内の指示内容を消してもよい。





貴社が第2クルーズバース（国際クルーズ拠点）において、希望する優先予約可能日数（1年間あたり）について、どのように考えているのか記載してください。


但し、優先予約可能日数は、年間最大250日です。





































































































※提出時には、枠内の指示内容を消してもよい。





貴社が第2クルーズバース（国際クルーズ拠点）として、希望する優先予約受付期間及び優先予約対象期間について、どのように考えているのか記載してください。また、他船社の予約開始時期など、他船の岸壁利用も含めた利用回数増加（岸壁稼働率の向上）の工夫があれば、記載してください。


但し、連携船社は、係留施設を利用する日が属する暦年の前々年の12月31日までに優先的な利用の予約を確定させなければなりません。優先予約の確定日以降に行う予約については、連携船社とその他のクルーズ船社を平等に取り扱うことになります。






















































































※提出時には、枠内の指示内容を消してもよい。





貴社が国際クルーズ拠点施設を整備(投資)、管理する上で地元への経済効果等について、どのように創出していこうと考えているのか記載してください。


・県内地域活性化の取組み























・県内での雇用人数























・県内特産品等の船内搬入























・県内の店舗、観光地等での消費(クルーズ船客に提供する寄港地観光の考え方)等























※提出時には、枠内の指示内容を消してもよい。





貴社が国際クルーズ拠点施設を整備、管理する上で地元の自治体・経済団体等とどのように連携して国際クルーズ拠点形成の推進体制を構築していこうと考えているのか記載してください。





































































































※提出時には、枠内の指示内容を消してもよい。








